
回復期リハビリテーション病棟(以下リハビリ病棟)は、急性期の治療を終えた方が、体の機能や日常生活に必要な動作の回復・向上を目的としてリハビリテーションを集中的に行う病
棟です。そして、一人でできることを増やしながら、元の生活に戻ることや新しい環境で生活を始めること、社会復帰を目指して支援していきます。 

回復期リハビリテーション病棟 入院・入棟から退院までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎退院までの流れ  医療機関        患者様 

◎時期をみて行うこと・手続き関連 

・住宅環境の確認※1    ・介護保険の申請※2    ・身体障害者手帳の申請※2 

◎リハビリテーションの流れ 

※1 体の回復状況を見ながら ご自宅へ訪問、またはご家族に家屋写真を撮っていただき、手すり設置などの家屋改修を提案させていただきます。 
※2 疾患の内容により異なりますので、詳しくは医療ソーシャルワーカーにご相談ください。 

 

※ 退院の時期はリハビリテーションの進み具合や体の状態によって異なります。上記内容は全ての患者さんに当てはまるわけではございません。  R8.1.1 作成                                       
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〇体の機能や 

動作能力の評価 

〇ご本人・家族へ  

意向確認 

 

〇生活リズム構築 

≪例≫臥床時間を減ら

し、座って過ごす時間を

増やす 

〇多職種による 

話し合い 

〇リハビリの目標設定 

〇目標へ向けて 

リハビリ実施 

〇ご自身で出来る事

を増やしていく 

≪例≫靴の着脱など身の

回りの事を自分で行う 

〇医師から病状説明 

〇回復の見込みを踏

まえ、在宅生活の準

備を開始 

〇出来るようになった

動作能力を病棟生活

の中へ活かしていく 

≪例≫歩行器から杖へ

移行し歩いてトイレへ行く 

〇退院後の 

生活様式を検討 

〇介護方法など指導 

〇退院後の生活に合わ

せた動作能力の習得 

≪例≫自宅内の移動を想

定した伝い歩きの練習・習

得 

〇お薬の飲み方の指導 

〇在宅サービス調整 

【利用可能なサービス】 

訪問診療・看護・リハビリ、  

訪問入浴・介護、デイケア・ 

デイサービス、配食サービス 

など 

〇退院後の生活に合わ

せた応用動作能力の習

得 

≪例≫立位での調理動作

など応用動作の練習・習得 

 

 

 

 

身体機能練習 【基礎的なリハビリ】 

基本動作・歩行練習 【生活能力をつけるリハビリ】 

日常生活動作・応用動作練習 【退院準備のリハビリ】 

退

院 《例》ベッドからの寝起き・立ち座り練習、車椅子の乗り移り練習、歩行器や平行棒での歩行練習など 

《例》着替え練習、トイレ動作練習、お風呂へ入る練習、家事動作練習、屋外歩行練習など 

《例》ストレッチ、筋力トレーニング、立位バランス練習、指先の細かな動きの練習、発声練習、飲み込み練習
など 


